
スク
リ水

割
４

病院

大阪府内 本紙調査

津
波
や
洪
水

想
定
区
域
に
立
地

大
阪
府
内
の
病
院
の
約
４
割
が
、
洪
水
や
高

潮
、
津
波
な
ど
の
浸
水
想
定
区
域
に
立
地
し
て

い
る
こ
と
が
、
読
売
新
聞
の
デ
ー
タ
分
析
で
わ

か
っ
た
。
豪
雨
災
害
が
相
次
ぐ
中
、
診
療
体
制

を
維
持
す
る
た
め
、
国
や
自
治
体
は
各
地
の
病

院
に
対
策
を
求
め
て
い
る
。
し
か
し
、
費
用
面

が
大
き
な
課
題
と
な
り
、
多
く
の
病
院
が
頭
を

悩
ま
せ
て
い
る
。
（
上
万
俊
弥
、
喜
多
俊
介
）

国
土
交
通
省
な
ど
は
、
台
風

に
よ
る
高
潮
や
地
震
に
よ
る
津

4S津波による大阪府内の
浸水想定と区域内の病院

波
、
１
０
０
年
に
Ｉ
度
の
規
模

の
大
雨
で
起
き
る
と
さ
れ
る
洪

※読売新聞が国土交通省の国土数値

情報などのデータを基に作成

″
洪
水
Ｔ

０
０
年
に
１
度
の
規
模
）に
よ
る
大
阪
府
内
の

浸
水
想
定
と
区
域
内
の
病
院

水
（

外
水

氾

濫

）
で

、
浸
水

が

想

定

さ

れ

る

区

域
の

情

報

を

「

オ
ー

プ
ン

デ
ー
タ

」
と
し

て

ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で
公

開
し

て

い

る

。
読

売
新
聞
は

、
下

水

道
な

ど
か

ら
雨
水

が
あ
ふ

れ
る
内

水

氾

濫

の

想

定

区

域

に

つ

い

て

も

、
大

阪
、
堺
両

市
か

ら
個
別

に

デ
ー
タ
の

提
供
を

受
け
、
こ

れ

ら
と

府
内
の

病

院
の

位
置

を

地
図

上

で
重
ね

合
わ
せ

て
分

析

し

た

。

そ

の

結
果
、

府
内
５
１
４

病

院
（
2
0
2
0

年

時
点

）
の

う

ち

、
少
な

く
と

も
２

０
４

病
院

が
い

ず
れ

か
の

浸
水

想
定
区

域

内

に
あ

っ
た

。
高

潮
の
区

域

に

あ
る
病

院
が
最

も
多
く
１
１
８

病
院
で
、

洪
水

が
9
8病
院

。
津

波
は
5
5
病
院
だ

っ
た

。
複

数
の

浸

水
想

定
区

域

に
立

地
し

て

い

る

病
院

も
あ

っ
た

。

大

阪
府
の

医

療
計

画
で
は

、

2
6年
度
末

ま
で

に

、
水
の

流
入

を

食
い

止
め
る

止
水

板
の
準

備

や

発
電
機
の

高
所
移

設
な

ど
の

対

策
を

、
全

病
院
の
5
0％

以

上

で

講
じ

る
と

定
め
て
い

る

。

し

か
し

、
浸

水
想

定
区

域

に

あ
る
２

０

４

病
院
に
ア

ン
ケ

ー

ト
し

た
と
こ

ろ
、
回

答
が

あ

っ

た
5
9病

院
の
７

割
超

に
あ
た

る

4
2病
院

が
「
十

分
な

対
策

が
で

き

て
い

な
い

」
と

回

答
し
た

。

浸

水

で

想

定

さ

れ

る

被

害

（

複

数
回

答

）
と

し
て
3
3
病
院

が

「
医
療

設
備

」
を

挙
げ

、
次

い

で
［
給

水

設
備

］
（
3
0病

院
）

や
「
電

気
設
備

」
（
2
7
病
院

）
、

電
子

カ
ル

テ

な

ど
の

「

患
者
情

報

」
（
2
3
病
院

）
が
挙
が

っ
た

。

病

室
へ
の

浸
水

と
回

答
し

た

病

院

も
あ

っ
た

。

対
策
が

進
ま

な
い

理

由
と
し

て
は

、
5
9病

院
の

う
ち
2
7
病
院

が

費
用

面
の

課

題
を

挙

げ
、

医

療

設

備

や

電

気

設

備

な

ど

を

「
移
動

さ
せ

る
ス

ペ
ー
ス

が

な

い

」
と
い

っ
た

声
も
あ

っ
た

。

厚

生
労
働

省
の

補
助

事
業
で

行
わ
れ

た
調

査
に
よ

る
と

、
９９
一

年
８

月
時
点

で

全
国
8
1
7
1

病

院

の

う

ち
2
2
6
5

病

院

（
2
7・
７
％

）
が
洪

水
の

浸
水

想
定
区

域
に

あ

る
と
さ
れ

る
。

津
波
や

高
潮
な

ど
を

含
め

る

と

さ
ら
に

多
い

と
み

ら
れ

る

。

費
用
負
担
重
く

対
策
後
手

近
年
、
豪
雨
災
害
で
診
療
が

継
続
で
き
な
い
事
態
が
各
地
で

起
き
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
1
8

年
の
西
日
本
豪
雨
で
は
9
5病
院

が
被
災
。
2
0年
７
月
の
九
州
豪

雨
で
も
3
4病
院
が
浸
水
し
た
。

淀
川
と
神
崎
川
の
間
に
あ

り
、
河
川
の
氾
濫
で
３
８
５
μ

の
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
大

民
病
院
（
淀
川
区
、

２
６
３
床
）
は
今
年
、
地
下
の

非
常
用
電
源
の
浸
水
に
備
え
、

総
額
2
0
0
0
万
円
を
か
け
て

非
常
用
電
源
を
屋
上
に
新
設
し

た
。大

阪
市
北
部
の
地
域
医
療
を

担
う
中
核
病
院
で
、
災
害
時
に

患
者
を
受
け
入
れ
る
「
市
町
村

XX 卿 ・ 母 ・ 瀞 席 夕 －

・ ● ●Ｓ ●〃ｆ ・-

幽

災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
」
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。
土
の
う
の
代
わ

り
に
水
を
使
う
「
水
の
う
」
も

止
水
板
の
設
置
訓
練
を
行
う

職
員
ら
（
堺
市
東
区
で
）
＝

日
野
病
院
提
供

▲
…

…

…
…

…
…

…

……
・

用
意
す
る
が
、

ど
医
療

体
制
を
維
持
で
き
る
か
」
と
案

じ
る
。

堺
市
東
区
の
日
野
病
院
（
1

9
9
床
）
は
2
0年
、
院
内
へ
の

浸
水
を
防
ぐ
止
水
板
を
約
1
6

0
0
万
円
で
導
入
し
た
。
斎
藤

雅
彦
事
務
長
は
「
患
者
ら
の
命

に
は
代

え

ら
れ

な
い

」
と

話
す

。

徐
々
に
対

策
を

進
め

る
病

院

が
あ

る
一
方

、
ア

ン
ケ

ー
ト
で

は

「
対

策
を
し

て
い

な
い

」
と

す

る

病
院

も
あ

っ
た

。
働
き
方

改

革
に
よ

る
人
件

費
増

や
医

薬

品
の

高
騰
な

ど
で

多
く
の

病
院

が

経
営
に
苦
し

ん
で

お
り

、

府

中

部
の

あ
る

病

院
の

担

当

者
は

「
１
０
０

年

に
Ｉ

度
来

る
か

ど

う
か

わ
か

ら
な
い

災
害
よ

り

も

優
先

す

べ
き

も
の

が
山

積
し
て

い

る

」
と
打
ち

明
け

た

。

大

阪
府
は

今
年

度
か

ら
、
止

水

板
の

購
入

費
用
の

半

額
（
上

限
3
0万

円

）
を

補
助
す

る
制

度

を

導
入
し

た

。
1
1月

末

が
期
限

だ

が

、
9
0の

枠
に

対
し

て

申
請

は
4
0
件
程

度
に
と

ど
ま

っ
て
い

る
と
い

う

。
府
の

担
当

者
は
「
引

き

続

き
周

知
を

進
め
て
い

き
た

い

」
と
し

て
い

る

。

は

な
い

と
い

う

意
識
だ

」

Ｏ病院浸水想定区域
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